
１ 運営推進懇談会（箕面森林ふれあい推進センター）

１ 平成28年度運営推進懇談会について

①趣旨

箕面森林ふれあい推進センターでは、森林づくり活動や自然再生活動を行っているＮＰＯ及び森

林環境教育を推進している教育関係者等の要望を的確に反映した取組等を行うため、当センターの

運営に関して、学識経験者、森林ボランティア活動を行っている者及びマスコミ関係者をメンバー

とする懇談会を設置し、懇談会等からの意見及び要望等を反映させた対話型の取組、効果的･効率的

な運営を推進しています。

②検討事項

●ボランティアによる森林整備活動に関すること ●自然再生に関すること

●森林環境教育支援活動に関すること ●情報の受発信に関すること

③懇談会委員（五十音順、敬称略）

・ 金井久美子（ＮＰＯ法人地球緑化センター専務理事）

・ 北出 昭（毎日新聞社大津支社）

・ 山下 宏文（京都教育大学教授）

２ 平成28年度運営推進懇談会実施概要

①第１回運営推進懇談会（平成28年６月24日(金)、近畿中国森林管理局会議室）

平成28年度の具体的活動内容について説明し、委員と意見交換を行いました。

委員からは、有害鳥獣捕獲については、積極的に広報することが重要であり、様々な意見を持っ

た方にも理解してもらえるよう、人の暮らしへの影響などを工夫して伝えること。森林環境教育に

ついては、森林の保全における林業の役割、本来の森林環境教育はESDであること。「森の探検隊」

はアクティブラーニングとしてこれからの教育活動の中心になり得ること。間伐など身体を通して

感じる体験は重要であること。などの意見があり、活動に活かしていくことを確認しました。

②第２回運営推進懇談会（平成28年11月18日(金)、近畿中国森林管理局会議室）

平成28年度の活動実績及び平成29年度の活動計画(案)について説明し、委員と意見交換会を行い

ました。

委員からは、水源の森ジオラマは市民との接点の場として重要、体験とともに森の役割を伝える

ことは効果的。フォトコンテストの継続実施。森林ESD活動報告･意見交換会は、活動団体と教育関

係が一緒に発表するのは画期的なこと。文科省においても地域連携の事例として注目するはずだ。

教員向け研修について、間伐体験を復活させるべき。などの意見が出され、平成29年度の事業に活

かしていくことを確認しました。
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２ 取組一覧、連携一覧

活動一覧表

①森林環境教育関係

各種事業を通じて、森林環境教育等の普及・技術提供・情報発信に取り組んでいます。

年月日 内 容 参加者 場 所

H28. 4.25 箕面体験学習の森検討委員会 検討委員 箕面国有林

H28. 5.29 第１回みのお森のセラピー 公募 箕面国有林

（NPO山麓委員会と共催、森林ふれあい推進事業）

H28. 6.24 箕面森林ふれあい推進センター運営推進懇談会 委員 局

H28. 7. 8 箕面体験学習の森調査方法等指導研修 検討委員 箕面国有林

H28. 7.25 教員研修「森の探検隊」 （箕面市教育委員会と共催） 教員 箕面国有林

H28. 7.28 森林環境教育研修 （箕面市教育委員会共催） 教員 箕面国有林

H28. 8.21 第１回森の謎解き探検ツアー 公募 箕面国有林

（ヴィタリンクと共催、森林ふれあい推進事業）

H28. 9. 2 森林と木材！フォトコンテスト審査会 審査員 局

H28. 9.11 第２回森の謎解き探検ツアー 公募 箕面国有林

（ヴィタリンクと共催、森林ふれあい推進事業）

H28. 9.27 箕面体験学習の森検討委員会 検討委員 箕面国有林

H28.10. 2 森林と木材！フォトコンテスト表彰式・発表会 審査員 水都おお

さか森林

H28.10. 2 水源の森ジオラマ体験指導 公募 の市会場

H28.10.21 森の探検隊（箕面市立豊川北小学校） 小学４年生 箕面国有林

11.22 発表会 豊川北小

H28.11. 5 森の探検隊（大阪青山大学） 大学生 箕面国有林

14 発表会 大阪青山大

H28.11.13 第２回みのお森のセラピー 公募 箕面国有林

（NPO山麓委員会と共催、森林ふれあい推進事業）

H28.11.18 箕面森林ふれあい推進センター運営推進懇談会 委員 局

H28.11.30 研究発表「学校との連携を目指して－ESDの視点を 森林･林業交流研究発表会 局

取り入れた森林環境教育の取組－」
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年月日 内 容 参加者 場 所

H28.12. 5 YMCA学院へ出前講座 高校生 大阪市

H29. 1.28 森林環境教育（森林ESD）活動報告・意見交換会） 公募団体・一般 局

H29. 2. 2 木材生産地見学（中央工学校OSAKA） 学生、教員 箕面国有林

H29. 3.12 第３回みのお森のセラピー 公募 箕面国有林

（NPO山麓委員会と共催、森林ふれあい推進事業）

②ニホンジカ被害対策関係

シカ被害対策を通して、自然再生及び多様な生態系の維持に取り組んでいます。

年月日 内 容 参加者 場 所

H28. 7.20 首用くくり罠説明会 鳥取県八頭町、森林組合 八頭町役場

H28.12.13 研究発表「地域関係者が一体となったニホンジカ被 国有林野事業業務研究発 林野庁

害対策の取組」 表会

H29. 2.14 ニホンジカ捕獲技術情報交換会 猟友会、地域団体、市 箕面市役所

H29. 2.23 ニホンジカ捕獲捕獲現地見学会 連携団体 箕面国有林

H29. 3.10 報告「箕面国有林のニホンジカ被害対策の取組」 ニホンジカ被害対策技術 局

交流会

連携一覧表

①森林環境教育等関係

地域・NPO団体等との連携を大切にして活動しています。

年月日 内 容 相手方・協力者等 場 所

H28. 4.21 箕面自然休養林管理運営協議会第51回例会 協議会・大阪府・箕面市外 箕面市役所

H28. 5.10 明治の森箕面国定公園春期パトロール 明治の森箕面国定公園保 箕面

H28. 5.13 護管理運営協議会（大阪 国定公園

府、箕面市外）

H28. 4.11 箕面市教員理科部会総会 箕面市教員 箕面市

H28. 4.29 山とみどりの市民イベント「みどり生き生き みのお 箕面市、NPOみのお山麓 豊中市

生き生き 体験フェアinせんちゅうパル」へ出展 保全委員会
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年月日 内 容 相手方・協力者等 場 所

H28. 5.30 森の調査隊！フォトコンテスト入選作品展示 大阪大学医学部付属病院 付属病院

～ 7. 5 病棟

H28. 6.22 箕面国定公園保護管理運営協議会幹事会 協議会 箕面市役所

H28. 6.26 みのお山麓保全ファンド活動団体紹介 活動団体 箕面市

H28. 7.21 箕面自然休養林管理運営協議会第53回例会及び 協議会・大阪府・箕面市外 箕面市役所

環境教育部会

H28. 7.29 明治の森箕面国定公園保護管理運営協議会総会 協議会 箕面市役所

H28. 8.17 ESDフォーラム 近畿環境館 大阪市

H28. 8.25 「森林と市民を結ぶ全国の集い」準備会議 京都モデルフォレスト協会 京都市

H28. 8.30 大阪府国有林野等所在市町村長協議会 関係市町村 箕面市

H28. 9.13 「森林と市民を結ぶ全国の集い」準備会議 京都モデルフォレスト協会 京都市

H28. 9.15 箕面自然休養林管理運営協議会第54回例会及び 協議会・大阪府・箕面市ほ 箕面市役所

環境教育部会 か

H28. 9.29 「森林と市民を結ぶ全国の集い」準備会議 京都モデルフォレスト協会 京都市

H28.10. 7 箕面国定公園保護管理運営協議会幹事会 協議会 箕面市役所

H28.10.20 箕面自然休養林管理運営協議会第55回例会 協議会・大阪府・箕面市外 箕面市役所

H28.10.28 「森林と市民を結ぶ全国の集い」準備会議 京都モデルフォレスト協会 京都市

H28.10.30 みのお「山とみどりのフェスティバル」へ出展 箕面市、NPOみのお山麓 箕面公園

保全委員会

H28.11.21 森林と木材！フォトコンテスト入選作品展示 大阪大学医学部付属病院 付属病院

～12. 9 病棟

H28.12. 1 環境関係地方連絡会議 環境省 局

2 〃 現地検討会 箕面国有林

H28.12. 5 農林水産省消費者の部屋「森林環境教育コーナー」 農林水産省消費者の部屋 農林水産省

～12. 9 展示・資料配布

H29. 1.23 「森林と市民を結ぶ全国の集い」準備会議 京都モデルフォレスト協会 京都市

H29. 1.30 箕面国定公園保護管理運営協議会幹事会 協議会 箕面市役所

H29. 1.31 民国連携ブロック会議現地検討会 府県・市町 箕面国有林
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年月日 内 容 相手方・協力者等 場 所

H29. 2.16 箕面自然休養林管理運営協議会第57回例会 協議会・大阪府・箕面市外 箕面市役所

H29. 2.20 水都おおさか森林の市実行委員会 実行委員 局

H29. 3. 2 箕面国定公園保護管理運営協議会臨時総会 協議会 箕面市役所

H29. 3.17 「森林と市民を結ぶ全国の集い」準備会議 京都モデルフォレスト協会 京都市

②ニホンジカ被害対策等自然再生関係

地域・NPO団体等との連携を大切にして活動しています。

年月日 内 容 相手方・協力者等 場 所

H28. 4.23 大阪ハンティングアカデミー開講式 公益社団法人大阪府猟友会 局会議室

H28. 5.19 箕面自然休養林管理運営協議会総会・第52回例会 協議会・大阪府・箕面市外 箕面市役所

及びシカ食害対策部会

H28. 6.10 大阪大学超域イノベーション博士課程連携打合せ 大学院生 局内

H28. 6.17 猟友会安全研修会 大阪府猟友会高槻支部 高槻市内

H28. 6.30 箕面市有害鳥獣被害対策協議会 協議会 箕面市

H28.11. 3 生物多様性研究フォーラム 箕面自然休養林管理運営 箕面市

協議会

H28.12.15 箕面自然休養林管理運営協議会第56回例会及びシ 協議会・大阪府・箕面市外 箕面市役所

カ食害対策部会（シカ捕獲地現地視察） 箕面国有林

H29. 2.28 カワウワーキンググループ会合 委員 大津市

H29. 3.25 大阪ハンティングアカデミー修了式 公益社団法人大阪府猟友会 局会議室

３ 林野庁長官表彰

当センターが森林環境教育の普及活動に功績を

挙げ、農林水産行政の推進に寄与したことが認め

られ、H28.9.30、林野庁長官から表彰された。
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林野庁　近畿中国森林管理局
箕面森林ふれあい推進センターKodama Communication  H28.10  No.82  

学校の授業に「森林」を取り入れよう！学校の授業に「森林」を取り入れよう！

～箕面国有林での教員向け研修の取組～～箕面国有林での教員向け研修の取組～

学校の授業に「森林」を取り入れよう！学校の授業に「森林」を取り入れよう！

～箕面国有林での教員向け研修の取組～～箕面国有林での教員向け研修の取組～

体験する、知る、験する、知る、

かかわるかかわる

　セミナーでは、森林環境教育の第一人者であ

る京都教育大学の山下宏文教授から絵本の「ご

んぎつね」を題材として里山の扱われ方や森林

環境教育のポイント（体験する、知る、かかわる）、

今後の森林環境教育の進め方について講義を受

け、参加者からは、「いろいろな視点で捉え、考

える必要性を感じた」「教科書と森林環境教育を

結びつけて考えることが勉強になった」などの

感想がありました。

　箕面森林ふれあい推進

センターでは、森林を活

用した環境教育の理解を

深め、学校等教育機関で

の実践・普及に取り組んで

います。普段の生活の中

で森林と関わり、木材の利

用などについて体験し、

学ぶ機会を増やす必要が

あると考えています。この

ような中、箕面市内の恵ま

れた自然環境、とりわけ森

林を学習に取り入れることが有効であると考えている同教育委員会と連携して、教員向け研修を平

成16年から毎年実施しています。

　7月28日（木）、箕面国有林勝尾寺園地において大阪府の箕面市教育委員会と共催して、森林環

境教育研修を開催しました。研修には、箕面市と豊能町から30名（小学校18、中学校12）の教員が

参加しました。箕面市では採用2年目教員の必修研修になっています。

  京都教育大学の山下宏文教授から、森林環境教育

のポイント（体験する、知る、かかわる）。次期学習指導

要領改訂の中で求められる「主体的・協働的な学び」と

して森林環境教育の有効性などについて講義。参加

者から「箕面の身近な自然環境を活かした環境教育に

取り組みたい」「5年生の授業で、具体的な指導に役立

つ」等の意見。 
京都教育大学の山下教授

「主体的・協働的な学び」に有効な森林環境教育
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 　プログラム終了後、箕面市教育センターの松田課長補佐から「身近なところに大変すばらしい

箕面の森があることを知ってもらいたい。そして、教員研修が共催で長く続いているのは箕面森

林ふれあい推進センターなど、協力体制があることも知ってもらい、子どもたちの環境教育に取り

組んでもらいたい」と、実践への期待を込めた挨拶をいただきました。 

　箕面森林ふれあい推進センターでは、森林環境教育の学校での普及を図るため、この取組を

今後も続けていく考えです。

 　大阪府立箕面公園昆虫館の久留飛克明館長から、昆虫の胴

体のこと、複眼のこと、羽のこと、飛び方のことなど昆虫の特徴や

幼虫から成虫への変化のしかたの違いなど、子どもが「なぜ」と

思う視点で参加者に問いかけ、昆虫のすばらしさと不思議さに

ついて講義。参加者から「子どもたちに話してみたい内容が多く

あった」「なぜ？と疑問をもつことの大切さを学んだ」等の意見。

ふうちゃん

カエデ クヌギ サクラ
（楓） （檪） （桜）

らくちゃん おうちゃん デジ君

林野庁 近畿中国森林管理局　箕面森林ふれあい推進センター
TEL:06-6881-2013/FAX:06-6881-2055
〒530-0042　大阪市北区天満橋一丁目８－７５　近畿中国森林管理局３Ｆ

URL:http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/minoo_fc/
E-mail　kc_fureai@maff.go.jp

教育センターから環境教育の取組に感謝

  森林と水との関係についての話を聞いた後、

きんきちゅうごく森林づくりの会メンバーの指導

で作成。参加者から「自然について勉強した

後に作るので、より大切にしたい気持ちが強く

なった」等の意見。

  大阪森林インストラクター会の指導で、自分

の背中につけられた生き物の名前を相手に質

問して推理する「動物交差点」、集めた葉っぱ

で勝負する「葉っぱじゃんけん」を行いました。

参加者から、「子どもたちが自然にどんどん親

しんでいく様子が思い浮かんだ」等の意見。 

ネイチャーゲームを体験 水源の森ジオラマづくり

箕面公園昆虫館の久留飛館長

子どもが「なぜ？」と思う『昆虫の不思議』
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「森林の調査隊 !! フォトコンテスト」入賞作品決定！「森林の調査隊 !! フォトコンテスト」入賞作品決定！

-水都おおさか森林の市で発表－-水都おおさか森林の市で発表－

林野庁　近畿中国森林管理局
箕面森林ふれあい推進センターKodama Communication  H28.11  No.83  
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「森林の調査隊 !! フォトコンテスト」入賞作品決定！

-水都おおさか森林の市で発表－

会場内には応募全作品を展示

近畿中国森林管理局長賞を受賞された橋本さん ( 中央 )
左：馬場局長、右：ミス日本みどりの女神

審査員特別賞の矢田さんの発表

只木審査員久山審査員北田審査員

　あなたが感動し、伝えたい森林（もり）での発見！木

材とのふれあい！をテーマとして、募集していた「森と木

材!!フォトコンテスト」は、10月２日に近畿中国森林管理

局周辺で開催された「水都おおさか森林の市」会場に

入賞者を招き、入賞作品の発表会と表彰式を開催しま

した。会場には「ミス日本みどりの女神」飯塚帆南さんも

参加され、華やかな式典となりました。

　このコンテストは、「森林で見つけた動植物」や「森林

での体験・活動」「木材や木製品・木造建築と人とのふ

れあい」を撮影した組写真とコメント・メッセージを募集し

ていたもので、北は北海道から南は宮崎県から66作品

の応募がありました。

　入賞作品の選考は、只木良也氏（京都府立林業大

学校長）、久山慶子氏（フィールドソサイエティー事務局

長）、北田研策氏（写真家・宝塚大学特任教授）、近畿

中国森林管理局長の４名の審査員により行われ、近畿

中国森林管理局長賞３点、優秀賞３点、審査員特別賞

１点が表彰されました。

　表彰式後には、入賞者がそれぞれの作品に込めた思

いを発表しました。審査員からは「コンテストにふさわし

いメッセージ性のある写真ばかりだ」「自然を知るのには

写真は非常に有効な手段だ」「木材の言葉が加えられ

て、人と森との関係に一歩踏み込んだコンテストになっ

た」とのコメントがありました。入賞者からは「森とそこに

暮らす生き物について考えさせられ撮影したことは価値

観のスパイスになった」「森と人々との関わりの大切さを

伝えることができた」という感想がありました。

　当センターでは、入選作品をカレンダーに編纂して

お配りしますので、皆さんお楽しみに！

　入賞作品は、こだま通信８４号又はふれせんＨＰをご覧下さい。入賞作品は、こだま通信８４号又はふれせんＨＰをご覧下さい。58
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午前と午後の 2 回に分けてジオラ

マづくりを体験してもらいました。

「以前こちらで作ったジオラマ、

今でも子ども達の机に飾ってあり

ます。 小さな水源の森の世界が

現実にも反映されるよう、 意識を

高めていくきっかけになればと思

います。」 参加者からこんな声を

いただき、 スタッフの励みになり

ました。

水都おおさか
森林の市 2016 に出展

ジオラマ

水源の森　
すい げん もり

のの
すい げん もり

水源の森　　

ジオラマ
づくりづくりづくりづくり 保安林

水源かん養

つくる前に森林と水との関係
についてのお話しを聞きます。

水
減
の
森
ジ
オ
ラ
マ
づ
く
り
は

 

３
度
目
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も…

　　むずかしいところは

やさしいお兄さんがお手伝い♪

本
当
の
森
み
た
い
に

　

で
き
ま
し
た
♡
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平成 28 年度「山の日」制定記念「森林と木材！フォトコンテスト」入賞作品の紹介

『古からの宝物』　金田 勇希 様 ( 秋田県能代市 ) 

【メッセージ】

私は若い頃、渓流釣りに熱中し、近場の八峰

町などに通い詰めました。自然が織り成す

雄大な景色の中で釣りをしていく中で、特に

カメラを購入してからは川の源である山や、

森林の美しさにも興味が広がっていきまし

た。今では動植物、そして私達人間がいかに

自然や森林の恩恵を受けているか考えない

日はありません。写真のブナと杉は自然の偉

大さを、アカショウビンはその恩恵に預かり

ながら生きる動物を表現しております。

自然よ、森林よ、ありがとう。

① ② ③

『森の小さな芸術家たち』

 いきいき成器保育園  奥村 光明 様
                                            ( 鳥取県鳥取市 )

【メッセージ】

4月に出かけた鎮守の森で、園児達が大きなタ

モの木を発見しました。緑の苔にすっぽり包ま

れた太い幹は、格好のカンパス。拾い集めた木

の枝や葉っぱを、みんな真剣な表情でその上に

置きました。どうですか、この出来栄え。森の

小さな芸術家達は満足顔です。何やら、森の精

も微笑んでいるみたい。あらためて園児達の想

像力に脱帽です。 

いきいき成器保育園では、里山の森に積極的に

出かけて行き、園児達の豊な感性を育む保育に

力を入れています。 

①

②

③

『木の学び舎』  橋本 直子 様 ( 兵庫県西宮市 )

【メッセージ】

普段はコンクリートでできた小学校に通っている

子どもたちを連れて、木造校舎に遊びに行きまし

た。親世代は古びた木の校舎を懐かしく感じ、子

どもたちは「木ってあたたかいね」「転んでも痛

くない！」と木のよさを実感したようでした。こ

のような木造建築物を大切に保存し、後世にその

すばらしさを伝えていくことがわたしたちの役目

だと思います。

当センターでは、入選作品
をカレンダーに編纂してお
配りしますので、皆さんお
楽しみに！

① ②

近畿中国森林近畿中国森林

 管理局長賞 管理局長賞

近畿中国森林近畿中国森林

 管理局長賞 管理局長賞

近畿中国森林近畿中国森林

 管理局長賞 管理局長賞

近畿中国森林管理局長賞を受賞された、いきいき

成器保育園の湯谷園長は、鳥取県の平井県知事を

訪問し、森林管理局主催のフォトコンテスト受賞

について報告。訪問の様子は、地元新聞やテレビ

で報道され、フォトコンテスト受賞の喜びが拡が

りました。
左から、岡 副園長、平井県知事、湯谷園長
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①

『近くの森の動物達』

　太田 和夫 様 ( 大阪府吹田市 )

【メッセージ】

エキスポ '９０みのお記念の森は、自宅から近い所にあり、野鳥撮

影によく行きますが、 多くの動物達にも出会います。

①親子の猿。水飲み場で野鳥を待っていたところ、突然数十匹の

猿の群れが現れ驚きましたが、親子の猿の睦まじい姿には、怖さ

を一瞬忘れ見入ってしまいました。

②初めて見た鮮やかな青色した蝶、ルリタテハにも感動。

③珍しいテンにも遭遇。 この豊かな環境を大事に守っていきた

いと思います。

①

③

②

【メッセージ】

登山は、私の趣味のうち、大きなウェイトを占めるものの一つ

である。山へ登っていると、突然、異様な姿をした枯木に出合

うことがある。 普段、人目にも触れず、ひっそりと佇んでいる

山の中の枯木。

ここに紹介するのも、何とも不思議な形をした枯木のひとつ

である。

ひとつめは、マンモスのような、ヒツジのような形をした大き

な枯木。緑の茂みからヌッと立ち上がり、あたかもこちらを威

嚇しているような形相でジッと睨みつけている。あるいは、モ

ダンダンスをしているような仕草でもある。

もうひとつは、白い大蛇のようにうねった形をしている枯木。

急坂を登ったとたん、突然、目の前に現れギョッとし、心臓が

止まりそうなほどびっくりした枯木。あるいは、白狐が変身し

て獲物を待ち構えているような仕草でもある。

どうしてこんな形になったのか、元の木はどんな形をしてい

たのか、思いをはせるのも楽しみのひとつである。意思がある

のなら聞いてみたい気もする。

こんな枯木に出会うのも山登りの喜びの一つである。

　『枯木の象形』

湯川 喜義 様 ( 長野県木曽郡木祖村 )

【メッセージ】

奥深い山中にはいろんな動植物が生息しています。 何年

も生き延びるものもあれば、数週間ほどで死んでしまう

ものもいます。

ヒメボタルがその一つです。 そして何の変哲もないこの

森に昼には見ることのできない夜の顔を作ってくれま

す。

寿命は短いけど子孫を残すため精一杯生きているので

す。

そのけなげなしい生き方に人間は邪魔しないで見守る努

力をし、子供や孫に伝える義務 があります。今年も金色

の美しい光を放つヒメボタルの季節がやってきました。

『森は生きている』

　佐伯 範夫 様
( 島根県安来市 )

『白山高山植物園の花』 

矢田 玲士 様
( 小学生・石川県金沢市 )

①

①

②

②

③

① ②

【メッセージ】

石川県白山市の白峰にある白山高山植物園には、毎年通

っています。今年は6月5日と6月19日の2回行きまし

た。

駐車場から5分くらいの山道を登って、森が開けたとこ

ろに植物園があります。

写真のとり方をお母さんに教えてもらいながら、何十枚

もとった中から、うまくとれた写真をおうぼします。 

優秀賞優秀賞

優秀賞優秀賞

優秀賞優秀賞

審査員審査員

特別賞特別賞
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小学生が箕面の森を探検 !小学生が箕面の森を探検 !

～森の中で、森について調べ！下級生に伝えた！～～森の中で、森について調べ！下級生に伝えた！～

林野庁　近畿中国森林管理局
箕面森林ふれあい推進センターKodama Communication  H29.1  No.85  
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小学生が箕面の森を探検 !

～森の中で、森について調べ！下級生に伝えた！～

各ポイントに設置した各ポイントに設置した
「指令書」 の一例「指令書」 の一例

平成28年10月2１日（金）、箕面市立豊川北小学

校の４年生76名が、箕面国有林「エキスポ’90みの

お記念の森」で、箕面森林ふれあい推進センターの

プログラム「森の探検隊」を体験しました。

「森の探検隊」は、「エキスポ’90みのお記念の森」

内に設定された30箇所あまりのポイントから、あらか

じめ参加者に選択してもらった５ポイントを巡り、各

ポイントに設置された「指令書」の謎かけを解いてい

くことで、楽しみながら森の不思議等を学べるよう工

夫されたプログラムです。事前に、子供たちは、「ポ

イント名」（例えば「耳をすませば」）、ポイントの概要

などを確認し、まわるポイントを選択し、記録係やカ

メラ係など役割分担を決めておくなど準備をして臨

みます。また、大阪森林インストラクター会の協力に

より、引率役として会員８名にお手伝いをいただきま

した。

子供たちは元気いっぱい、ポイントでは「指

令書」により森や自然について調べました。

森の多様性や効能、楽しさなどを感じてもら

えたのではないでしょうか。

指令書 2525

どっちへ行こうかな？ お世話になった森林インストラクターの皆さんみんなで考え中…！

オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
は

い
る
か
な
？

ネ
ッ
ト
の
む
こ
う
は

草
が
生
え
て
い
る
ね
！

この葉っぱはいい香りがするね！
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森で調べたことを下級生に伝えてくれました！
～　　　　「森の探検隊」 報告会　　　～

　11月22日（火）には豊川北小学校で子供たちによる体

験報告会が行われました。子供たちは、模造紙を使って

大きな新聞を作成し、自分たちが調べた森について、

３年生に伝えました。

森の中で、自分たちで調べ、みんなで工夫して下級生

へ伝えるという行動によって、森への関心は一層深まっ

たことでしょう。これからも子供たちが山を楽しみ、森に関

心を持って学べるプログラムになるよう改良につとめてい

きたいと考えています。

午後は場所を箕面ビジターセンタ

ーに移し、NPO法人みのお山麓保

全委員会のメンバーの指導により

「水辺の生き物調査」、「森の自

然工作」、「ビジターセンター展

示室見学」を体験し、「水辺の生

き物調査」では、箕面川から採取

したトンボの幼虫など昆虫類や小

動物を観察し、森と川のつながり

を学びました。ビジターセンター

見学では、箕面の森の豊かさを実

感してもらえました。
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教諭を目指す大学生が箕面の森を探検！教諭を目指す大学生が箕面の森を探検！
～大学との連携に期待～～大学との連携に期待～

教諭を目指す大学生が箕面の森を探検！教諭を目指す大学生が箕面の森を探検！
～大学との連携に期待～～大学との連携に期待～

　11月５日（土）、大阪青山大学健康科学部子

ども教育学科の学生38名が、箕面国有林「エ

キスポ’90みのお記念の森」で、箕面森林ふれ

あい推進センターが開発中の森林環境教育プ

ログラム「森の探検隊」を体験しました。同プロ

グラムは、主に子ども達が、森林内のあちこち

にあらかじめ設置された「指令書」の設問を解

いていくことで、楽しみながら森の不思議等を

学べるよう工夫されたプログラムです。大阪森

林インストラクター会と連携し、案内・助言役と

して同会員8名が大学生と一緒に森を歩きまし

た。

　同大学の子ども教育学科では、教諭を目指

す学生が教育の現場等で役立つ知識を培う学

習がされており、大学と当センターが連携・協

力し、プログラムのさらなる充実のための実践･

検証を行う目的で行いました。学生達は既に

あるプログラムの体験をとおして、教諭目線で

良かったところ、改善点、どのように改善するか

等について検証し、発表してくれました。大学

からは指導者としての取組の意識を持つことに

効果があったと評価されました。センターでは、

大学との連携により、同プログラムのさらなる充

実とともに、森

林環境教育の

推進･普及に期

待しているとこ

ろです。
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　箕面の森の自然環境保全などの活動を行っている30の市民団体が、10月30日（日）、

大阪府箕面市の箕面公園瀧安寺前広場に集まり、紅葉狩りやハイキングに訪れた多く

の皆さんが、自然素材を使った工作や体験を楽しみました。当センターでは、きんきち

ゅうごく森林づくりの会のスタッフ3名の応援を得て、オ

オクワガタの棲める森づくりで実践している里山再生の

紹介パネル、水源の森ジオラマづくりワークショップで

出展し、63名の皆さんに手のひらの森づくりを楽しんで

もらいました。参加者から「身近な材料で素敵なミニチ

ュアを作り、自然や造形にもなじみができ、それでいて

自然を大切にすることにも触れられた」という声をいた

だきました。

森の仕事を紹介！森の仕事を紹介！

～ＹＭＣＡ学院へ出前授業～～ＹＭＣＡ学院へ出前授業～

手のひらの「水源の森」に挑戦！手のひらの「水源の森」に挑戦！

～山とみどりのフェスティバル！に出展～～山とみどりのフェスティバル！に出展～
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　12月5日（月）、大阪市のYMCA学院高等学校で

３年生17名を対象に出前授業をしました。当センタ

ーが取り組んでいる里山再生や有害鳥獣被害対

策などについて、学校の要望を受け、職業として

携わっている視点で話をしました。都会の学生は、

普段の生活でなじみが少ない森林の仕事に興味

津々でした。

Note
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学校と森林体験活動団体が連携 !持続可能な社会づくりの人材育成 !

－「森林環境教育（森林 ESD）活動報告・意見交換会」開催－

文部科学省生涯学習政策局 社会教育課　地域・学校支援推進室長　渡辺栄二氏文部科学省生涯学習政策局 社会教育課　地域・学校支援推進室長　渡辺栄二氏
「地域と学校の連携・協働の推進について」
～幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
　　　の改善及び必要な方策等について（中教審答申）も踏まえ～　
地域の人的・物質資源を活用していく「地域学校共同本部」「土曜学習応援団」など文部科学省と
して取り組む制度や支援内容を講演。

公益社団法人国土緑化推進機構 政策企画部課長　木俣知大氏公益社団法人国土緑化推進機構 政策企画部課長　木俣知大氏
「これからの森林ESDの促進に向けて」
～「森林・林業基本計画」及び「学習指導要領」改訂に対応して～
「アクティブ･ラーニング」や「教科横断的」な教育が重視される中で森林ESDが期待されているとし
て、今後に向けた取り組みの考え方を講演。

京都教育大学 教育学部教授　山下宏文氏京都教育大学 教育学部教授　山下宏文氏
「森林ESDのとらえ方」
森林ESDは、持続可能な社会の実現などの社会的課題や育成すべき資質・能力などを育てる教育
的課題に対応できうるものであると講演。

　講演について参加者からは、「土曜学習応援団について関心を持った」「学習指導要領の

動きや文科省での支援対策など情報を知ることができた」「取り組む方向など理解が深まっ

た」「ESDや森林環境教育の目的が理解できた」など、それぞれの講演から「学ぶことが多く

あった」との意見が寄せられました。

　本会は、森林内において学校の取組として、教育機関と地域団体等が連

携・協働して取り組んでいる森林環境教育の多様な実践事例から学び、連

携・協働のあり方やどのような視点で活動していくかの方向性をESDの視点

から考え、成果の共有化・相互交流により、連携・協働の促進や活動の活

性化を目的に開催しました。この会を契機に森林を活用したESDの活動・

取組がさらに進展することを期待しています。　

　箕面森林ふれあい推進センターでは、１月２８日(土)、大阪市北区の近畿中国森林管理局大

会議室において、（公社）国土緑化推進機構及びNPO法人近畿環境市民活動総合支援セン

ターと共催して「森林環境教育（森林ESD）活動報告・意見交換」を開催しました。教員や企業

関係者、森林体験活動指導者など90名余りが参加し、活発な意見交換がされました。

近畿中国森林管理局
　　馬場一洋局長

近畿中国森林管理局長あいさつ近畿中国森林管理局長あいさつ

講　演講　演
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事例１ 「河内小学校学校林活動」
 NPO法人里山倶楽部　　　新田章伸 （副代表理事）
 河南町立河内小学校　　　内山裕生 （教頭） 

事例２ 「大津市立志賀中学校環境学習の取り組み」
 大津市立志賀中学校　　 河野卓也 （主幹教諭）
 「志賀中学校1年環境学習7年間の変遷」
 一般社団法人比良里山クラブ 三浦美香 （代表理事）

事例３ 「水のつながりプロジェクト」
 森と水の源流館　　　木村全邦
 （連携先：川上村立川上小学校、橿原市立香久山小学校）

事例４ 「学校林の財産的価値の変容に対応した活用の仕方の検討に向けて」
 下松市立米川小学校（米泉湖緑の少年隊）　　 村田泰伸 （教頭）
 米川地区教育造林振興会　　安永槌男 （会長）

事例５ 「地域に根ざす特色ある学校づくりをめざして」
 庄原市立峰田小学校　　 池田周三 （校長）
 「アサヒの森」の適正な森林管理と地域との協働の活動
 アサヒビール（株）アサヒの森環境保全事務所　　田盛一男

事例６ 「箕面の森ってすごい!!だから、みんなに伝えよう！」
 箕面市立豊川北小学校　　上田泰稚 （教諭）
 「箕面『森の探検隊』の取り組み」
 大阪青山大学　　萩原憲二 （准教授）
 「箕面『森の探検隊』プログラムの取組」 
 大阪森林インストラクター会　　金子 譲 （事務局長）
 箕面森林ふれあい推進センター　　柴田隆文

その後、参加者が8班に分かれて、「森林ESDの感想・疑問」「教

育機関と地域団体等の連携・協働の課題」のふたつのテーマで、

意見交換を行った後、森のギャラリー展示スペースで参加者同士

の交流がされました。

事例報告ではそれぞれの事例について「地域の企業・NPO等」

と「学校」の双方が発表し、成果と課題を見出すというスタイルで進

行しました。全体を通じ、自ら考え行動する人材の育成に当たっ

て、森林での体験が有効であることを確認し、教育分野と森林関

係者、それぞれの立場への理解が深まり、連携の重要性を共有し

ました。

事例報告事例報告

意見交換意見交換

事例報告団体等事例報告団体等
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事例報告について、参加者からは「双方の立場から課題を聞けて参考になった」「今後の活動

を考える参考となった」などの意見が寄せられました。

分析シートについて、報告者からは、「細かく目標設定がされ活動目的が整理でき、課題も明

らかになった」「これまでの取組をESDの視点から再確認し今後の方向性を考えることができた」

など、活動の整理やESDの普及に繋がるものとして評価されました。

６事例それぞれを、学校・団体双方からあわせて13者から報告。発表者は事前に分析６事例それぞれを、学校・団体双方からあわせて13者から報告。発表者は事前に分析
シートを作成し、ESDの視点で活動の目標・内容を整理。シートを作成し、ESDの視点で活動の目標・内容を整理。

　わが国の森林･林業施策の総合計画「森林・林業基本計画」は、平成２８年５月の改訂におい

て「森林環境教育等の推進」の項目が拡充され、ESDの視点や教育機関等との連携を強化して

いくことが示されました。

　一方、わが国の教育等の基本的な重要施策を調査審議する中央教育審議会は、平成28年12

月の答申において、アクティブ･ラーニング（主体的･対話的で深い学び）の視点からの「学び方

の改善」や、学校と地域が連携･協働した「学びの体制の改善」が示されました。

　これらの動きを受け当センターでは、「体験する･知る･かかわる」場として成立している森林を、

ESDの内容としてふさわしい場と捉え、森林の活用による「学び方の充実」が、学校と地域の森

林関係団体の連携による「学びの体制の構築」により、効果的に推進できると考え当会を企画し

ました。

【前号（87号）から続く】

１月２８日(土)、大阪市北区の近畿中国森林管理局大会議室において、（公社）国土緑化推進

機構及びNPO法人近畿環境市民活動総合支援センターと共催して「森林環境教育（森林ESD）

活動報告・意見交換」を開催しました。

学校と森林体験活動団体が連携 !持続可能な社会づくりの人材育成 !学校と森林体験活動団体が連携 !持続可能な社会づくりの人材育成 !

－「森林環境教育（森林 ESD）活動報告・意見交換会」開催－－「森林環境教育（森林 ESD）活動報告・意見交換会」開催－

学校と森林体験活動団体が連携 !持続可能な社会づくりの人材育成 !

－「森林環境教育（森林 ESD）活動報告・意見交換会」開催－

事例報告事例報告
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参加者が8班に分かれて、「森林ESDの感想・疑問」「教育機関と地域団体等の連携・参加者が8班に分かれて、「森林ESDの感想・疑問」「教育機関と地域団体等の連携・
協働の課題」のふたつのテーマで、意見交換を行いました。協働の課題」のふたつのテーマで、意見交換を行いました。

森林管理局の森林のギャラリー、森林管理局の森林のギャラリー、
活動紹介パネルの前で参加者交流。活動紹介パネルの前で参加者交流。

　当センターでは、共催団体とも連携し、活動団体、教育機関、文部科学省や環境省・府県

関係、指導的立場の方など、公的機関や教育関係・活動団体等へのアプローチを行い、多

様な組織の参加を得ることができました。関係の皆様のご協力に心から感謝申上げます。こう

した多様な機関・団体等が集まり、学びや交流ができる場はまだ少なく、今後も続けてもらい

たいとの意見が多く寄せられており、「森林環境教育の普及」に取り組む当センターの役割と

して、引き続き連携を図りながら取り組んで行こうと考えていますので、今後とも皆さんのご支

援をいただければ幸いです。

主催、近畿中国森林管理局

高井秀章森林整備部長

「ESDが目指しているこ

とが、『森林』にすべて

盛り込まれているんだと

いうことも再認識して取

り組んでほしい」

「次に繋がるヒントと輪を

もらった。みんなで輪を

拡げることで成果を広め

ていこう」。

共催団体、NPO法人近畿環境市民活動総合支援センター

平田通文理事長

「それぞれの機関同士

の信頼関係をいかに作

るかが重要。『森』を活

用してほしい」。

共催団体、公益社団法人国土緑化推進機構

冨永茂政策企画部長

意見交換会について、議論を深める時間が少ないという意見

もありましたが、立場の違う人との交流により「先生も団体も苦労

していることなど思いがわかった」「いろいろなところで活動が取

り組まれていることを実感した」「森林ESDに取り組む団体が多く

あることに驚いた」「今日出逢えたたくさんの方とのディスカッシ

ョンは、今の私にとってとてもありがたいものだった」など、参加

者同士の学び合いが生まれました。

意見交換意見交換

主催・共催団体あいさつ主催・共催団体あいさつ
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